


】朝年企酉

年
頭
に
あ
た
り

の
外
形
標
嘩
醐
税
，
介
唖
保
強
冊

鹿
肥
開
蛸
、
沖
極
サ
…
ツ
ト
．
シ

ド
ニ
ー
オ
Ｕ
）
ピ
ッ
ケ
．
非
拘
克

名
輯
式
岬
入
の
公
暇
遇
挙
法
故
正
，

首
柚
過
趾
を
出
め
た
．
小
偏
任
宝
肥

叶
等
，
喜
び
中
戚
刷
、
時
に
恕
ｏ

に
据
杓
た
’
年
で
あ
Ｏ
韮
Ｌ
た
．

　
町
に
お
け
る
咋
年
の
十
要
叩
堆

で
あ
Ｏ
ま
す
が
．
一
．
．
｝
峠
ゲ
ー
ｊ
－

ン
セ
ン
ケ
ー
施
設
亜
捕
崩
業
と
し

て
、
智
岬
柚
新
睡
、
Ｌ
巾
１
＝
埴
手
し

圭
Ｌ
た
、
本
午
；
月
｛
に
は
完
肚

予
定
で
あ
ｏ
ま
す
、
ま
た
一
盆
冊

提
供
施
設
肚
ぴ
陶
芸
体
盟
杣
、
並

ぴ
に
出
業
井
叩
在
弼
備
Ｌ
，
施
曲

の
刺
用
と
交
柿
事
業
壮
ど
控
｛
帖

な
冊
過
屈
…
を
囲
「
て
ま
い
ｏ
ま

す
．
い
ず
れ
も
国
庫
補
助
金
を
靱

入
し
て
財
唖
負
相
荏
考
盧
し
、
進

め
て
お
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
．

　
特
川
公
固
轄
曲
事
業
に
「
い
て

咄
，
自
見
伽
と
公
圃
を
結
ぷ
．
木

興
に
よ
る
ア
ー
チ
俺
的
雌
圖
工
弔

に
入
Ｏ
ま
」
た
．

　
固
際
交
抽
に
つ
い
て
は
，
中
堪

人
民
共
和
旧
の
柿
＾
血
と
甲
宝
柿

甚
ｆ
が
け
、
咋
年
’
月
に
は
，
柿

林
市
の
融
係
苫
を
招
哨
Ｌ
，
制
万

理
解
を
探
的
、
心
と
心
の
田
蹄
交

茄
を
行
い
ま
し
た
．

　
以
上
，
鵠
「
一
か
山
巾
業
在
宝
施

」
て
ま
い
Ｏ
ま
し
た
が
、
本
年
一

＾
か
ら
適
用
し
．
今
榿
田
町
の
獺

央
噛
在
定
曲
る
踊
４
虫
坦
蛆
鞄
合

計
画
雪
の
策
定
に
お
い
て
は
、
剛

と
ｏ
と
う
る
お
い
，
生
昔
が
い
な

ど
止
活
の
質
を
自
視
す
る
傾
向
に

あ
る
住
民
田
肺
値
囲
，
生
活
意
識

な
ど
、
呵
民
肥
声
を
人
い
に
垣
映

し
た
計
血
帝
を
唖
定
し
て
ま
い
円

ま
す
．

　
新
山
紀
而
珀
…
…
け
と
い
う
ひ
と

つ
の
肺
』
に
臨
し
．
新
た
に
気
持

ち
を
引
き
締
砧
、
一
．
括
活
西
硅
」
の

推
堆
指
針
を
再
度
心
１
＝
刻
み
，
呵

民
の
拮
描
冊
ご
朗
待
に
応
え
凸
よ

う
更
ト
」
弼
カ
し
．
岨
Ｏ
荊
む
所
存
で

一
」
ざ
い
ま
寸
．
．

　
「
咄
世
・
公
．
平
・
毒
仕
的
捕
冊

を
基
苗
と
し
．
計
両
仲
凹
由
る
…

か
加
た
ま
ち
づ
く
〇
一
、
「
辞
借
感

覚
壷
取
ｏ
入
加
た
劫
串
的
な
行
財

虫
週
宙
に
よ
る
圭
ち
づ
く
ｏ
．
一
．

「
莇
筍
曲
る
も
肥
に
括
気
が
生
主

ｏ
、
＾
に
詰
巾
る
ま
ち
づ
く
ｏ
」

と
い
一
「
拙
進
指
針
を
見
失
う
こ
と

な
く
、
け
政
諏
題
１
＝
咀
円
細
ん
で

主
い
ｏ
圭
す
の
で
，
町
肚
再
肚
に

由
か
加
ま
」
て
は
．
引
き
制
き
町

政
韮
蛆
に
お
け
る
ご
曲
カ
在
お
圃

い
巾
Ｌ
上
げ
る
次
晴
で
ご
ざ
い
ま

す
．　

品
硅
に
な
Ｏ
ま
Ｌ
た
が
、
皆
描

に
お
か
れ
圭
」
た
は
，
本
圷
が
虫

○
岳
い
良
い
年
と
な
口
ま
す
よ
う

心
か
ｏ
ご
折
急
｝
し
ト
げ
，
年
頭

珊
ご
由
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
圭
す
．
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皿

　
町
民
凹
拷
瞳
，
新
年
削
け
ま
し

て
出
勘
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
．
柵

望
－
」
満
ち
た
．
新
世
紀
鼎
…
け
の

年
在
お
迎
え
…
二
と
と
、
お
由
ぴ

串
Ｌ
上
げ
ま
す
．

　
さ
て
，
曲
．
甫
で
は
抽
気
同
砲
に

つ
い
て
，
一
山
租
＾
調
を
胆
ん
て
い

る
の
は
問
睡
い
な
■
が
．
］
仲
阯

壇
に
つ
な
が
｛
民
…
桶
理
肥
拡
人

呵
た
地
，
岨
ぱ
に
安
心
Ｌ
て
も
ら

向
し
等
に
よ
る
台
併
肥
強
制
を
Ｌ

疽
い
よ
う
強
く
求
助
て
お
ｏ
ま
す
。

　
地
方
分
檀
左
曲
出
る
た
曲
、
市

町
村
行
政
能
力
軸
強
化
が
必
理
で

あ
る
事
は
．
．
一
［
う
主
で
も
あ
ｏ
ま
廿

ん
が
．
モ
の
虫
と
丹
併
在
宏
島
に

紬
ぴ
「
舳
る
考
え
方
ー
二
は
到
底
拙

肚
で
き
る
も
凹
で
は
な
く
、
何
よ

○
も
町
民
牌
描
一
山
民
意
珪
坤
亜
」

た
中
で
，
ｈ
曲
山
抽
来
撫
を
蹄
い

て
い
く
予
が
火
切
で
あ
Ｏ
圭
Ｌ
上

｛
。　

ま
た
、
町
凹
将
束
在
考
え
る
上

で
，
圃
止
ぴ
当
町
に
北
い
て
急
速

に
堆
む
高
齢
化
と
少
子
化
を
考
慮

甘
」
人
荊
る
必
理
が
由
ｏ
ま
す
．
特

に
将
来
…
」
剤
す
る
不
安
左
瑚
Ｏ
蹄

く
た
刮
１
＝
も
，
年
金
制
畦
血
安
定

叱
が
大
切
で
曲
ｏ
ま
す
．
保
瞳
糾

を
土
払
一
コ
冊
代
が
急
櫨
し
．
年
金

を
受
給
す
る
高
齢
者
が
患
増
し
て

い
る
堀
工
忙
、
山
川
曲
の
獺
少
．
を
何
に

よ
「
て
肺
う
の
か
，
曲
府
に
お
い

て
は
早
く
曲
帯
さ
せ
苫
必
理
が
由

○
ま
す
．
い
ず
わ
に
し
て
も
市
抽

事
業
を
執
行
す
石
肥
は
巾
町
村
で

由
円
圭
す
血
で
，
町
皿
些
瞳
切
一
」

理
解
一
」
協
カ
を
お
謡
い
巾
し
ト
げ

圭
す
。

　
肺
年
中
は
口
Ｈ
－
」
人
ｏ
．
畦
か

い
秋
か
エ
■
加
・
い
生
、
へ
Ｌ
Ｌ
〔
山
融
な
岸
刮

候
切
変
佗
－
」
見
蝿
わ
わ
ま
し
＾
」
、

ご
高
齢
呵
カ
な
ど
伸
甜
在
崩
さ
刑

た
町
肚
肥
皆
儲
も
少
な
か
・
■
ず
お

・
■
れ
圭
し
た
．
ど
う
か
町
肚
田
冊

擶
…
」
は
お
体
－
」
ご
・
■
唖
凹
ト
．
壇

い
告
在
一
．
几
気
Ｈ
」
貞
ｏ
切
‘
て
く
だ

さ
い
．



■１ ．罰年企菌

ま‘今

．
一
＾
　
・
“
．

．
一
「
一
　
”
・
川
．

約
一
一
千
七
百
種
も
生
息

　
　
　
ｕ
’
］
；
」

　
蛇
は
爬
虫
蜻
ヘ
ビ
亜
ｕ
の
動
物

で
，
ト
ヵ
ゲ
と
同
じ
粗
先
由
も
つ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
．

　
体
舳
拙
長
く
、
四
肚
は
あ
り
ま

せ
ん
．
細
い
苫
皿
先
端
は
．
一
昭
に

分
か
れ
て
い
て
よ
く
勤
き
圭
す
．

こ
ん
な
毘
増
な
外
見
か
一
１
り
、
蛇
甚

蝋
う
人
が
當
一
い
よ
う
吊
」
す
ヨ

　
蛇
は
温
帯
、
軸
帯
，
肺
熱
帯
に

事
く
止
息
し
、
ア
ラ
ス
カ
、
シ
ベ

り
了
た
ど
地
一
い
地
カ
に
も
い
ま

す
由
全
世
珊
に
紬
一
．
千
ヒ
百
胡
も

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
．

蛇
は
悪
者
？
神
？

．
　
＾

　
ｕ
］
本
則
帥
話
に
帯
瑚
す
る
蛇
は

ヤ
マ
ケ
ノ
オ
□
手
＾
＾
岐
大
蛇
］

と
い
り
て
一
胡
が
＾
つ
尾
が
八
つ
．

休
ｏ
長
さ
は
八
コ
切
智
荏
越
克
る

ほ
ど
だ
「
た
と
い
い
ま
す
、
モ
の

オ
□
チ
が
娘
を
食
い
に
き
て
．
ス

サ
ノ
オ
ノ
三
コ
ト
と
い
う
神
に
坦

治
さ
打
た
と
い
う
話
で
す
．

　
一
方
，
蛇
は
神
柚
化
さ
拍
、
聖

札
・・

ｉ

’
・

一
＝
■
．

■
’

・
　
■
　
．
．
　
一

．
．
．
可
　
　
．

「
．
一
－
　
一

’
・
一
．

舌
や
神
話
に
も
し
ば
し
ぱ
豊
場
．
し

ま
す
．
ま
た
，
水
切
押
と
Ｌ
て
帖

岬
さ
加
た
〇
一
家
の
寸
ｏ
伸
と
し

て
虫
に
仲
み
つ
く
の
を
苗
ん
だ
ｏ

す
る
佛
も
あ
ｏ
ま
す
、

　
一
」
血
よ
一
「
１
＝
、
蛇
は
悪
者
と
し

て
拙
れ
ら
加
て
も
い
ま
す
が
、
神

と
し
て
あ
が
め
ら
れ
る
｝
」
と
も
あ

ｏ
、
い
ろ
い
ろ
な
話
が
世
鼎
各
地

に
伝
わ
「
て
い
ま
す
．

　
圭
た
．
甚
蛇
が
拙
打
・
■
杓
．
嫌

わ
杓
る
肥
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
，

モ
れ
を
葉
皿
に
使
う
胡
も
苗
ｏ
、

強
皿
荊
と
」
て
も
助
重
さ
れ
て
い

ま
す
．蛇

の
絵
に
足
を
害
き
た
す

　
蛇
は
，
古
く
か
ら
人
…
…
と
か
か

わ
ｏ
が
岳
一
い
軸
物
だ
舳
に
．
蛇
に

閲
す
岳
故
事
や
こ
と
わ
ざ
も
い
ろ

い
ろ
由
ｏ
．
ま
す
．

　
　
’
＾
　
一
一
■
一
．
，

　
「
蛇
足
」
．
一
」
打
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
苗
亜
で
Ｈ
僅
会
甜
に
も

仕
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
＝
ん
な
由

来
が
畠
ｏ
ま
す
。

　
　
　
十

　
昔
、
珪
田
国
の
役
人
が
、
蛇
血

絵
を
、
番
早
く
苫
い
た
青
が
抽
を

飲
む
一
」
と
が
で
昔
る
と
い
う
競
争

を
Ｌ
ま
し
た
。
　
一
人
が
い
ち
早
く

完
成
し
た
切
に
も
か
か
わ
・
ｈ
ず
．

時
間
１
＝
余
描
が
あ
「
た
Ｏ
で
胆
を

占
き
た
し
て
し
ま
い
，
価
Ｈ
て
し

士
「
た
と
い
う
話
で
す
、

　
モ
田
こ
と
か
ｏ
、
あ
「
．
て
も
意

峠
切
な
い
も
切
、
余
斗
血
一
」
と
と

い
う
固
味
に
使
わ
加
て
い
ま
す
．

　
，
蛇
の
道
は
へ
ぴ
一
も
、
　
よ
く

咄
く
こ
と
わ
ざ
で
す
。
「
じ
中
■

と
い
い
，
へ
ぴ
」
と
い
．
」
て
も
、

呼
ぴ
方
が
遮
う
だ
け
で
同
じ
も

の
、
同
じ
仲
問
の
や
「
た
こ
と
な

・
■
す
ぐ
に
分
か
る
と
い
う
意
喋
で

す
．

　
　
、
■
＾
■

　
，
曲
詑
」
一
藪
を
コ
つ
い
て
蛙

荏
出
す
」
．
し
肚
く
て
も
よ
い
こ

と
左
し
て
、
か
え
っ
て
よ
く
な
い

結
児
に
な
る
一
」
と
で
す
．

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
年
に

　
　
＾
■
＾
血
　
　
　
」

　
「
蛇
穴
を
出
づ
一
と
い
う
言
葉

も
あ
ｏ
圭
す
。
告
眠
」
て
い
た
蛇

が
一
春
睡
に
な
「
■
て
地
上
に
…
…
て

く
る
こ
と
を
い
い
圭
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由

　
刀
匝
紀
の
蛤
ま
ｏ
肥
今
年
は
］
」

年
．
低
迷
Ｌ
て
い
た
景
気
か
ら
脱

出
し
て
春
在
迎
え
、
み
ん
な
が
安

心
し
て
心
豊
か
に
再
ら
せ
岳
年
に

し
た
い
も
切
で
す
．



国罠健康保跣

｛か ６ ■
■

　入院したときの食事代は，定額（標準負担額〕は自己負担するだけで、珪りは国保が負担しています．今

回の改正では一般の人の自己負担額が変更１二なります．　〔住民税非課税世帯等１二っいては変更はありません一

　今まではｒ一日にいくら」と負担してきましたが 、原具１」としてｒかか ｒた萱用の一割」を負担する二とに

な］ました。たたし 、ｒヶ月の負担には上限があリます
。
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ｏ．． 国軍埠厚保障．．．

国民健康保険

、

　高額療撞費とは、同じ人が同じ月内ｉ二，同一の医療機関に支払 った医療費切自己負担分が高額１二な ったと

きに、申請１＝よりあとから高額療養萱として支給される制度です、過去１１ヶ月以内１＝高額頸養目の支給を受

けた回融が１～ヨ回のときと 、４回目以睦では、自己負担額が異なリます
．

《目己負担臨が以下の表の額看越えた分１こっいて高臨療害冒として支給します、》

ｏ「＾ヨ回のとき

　　　　ヨ　　＝　　 …　　＝
．
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．；；

抵上位所碍者とは、佳民税真定の基曜となる撫所得金額が研ｏ万円程度以上の人を指します
一

例えば医療費が１００万閂〔自己負担額はヨ割のヨＯ万閂〕かかったと剖＝支拾される額は？

　　　　　　一＝　　　　　　　　　　　　　　　　　・ ＾

＝’１　　．十’ １　 一一’ ；　目
一

＝　一１ 　　　　 ・■
　・’’’ ＝一　回　　；官

　　　 ’’　　回
一

　　　　　　　　　　　　　１■・一１ ．’

　　　　 ＝・ 回　 ・．

　ｉ１ ’・・ 二　回…

　　　血 ’　 ’；二　１回　　＝…

撫Ｏ「．ＯＯＯ，ＯＯＯ円個痘劃 一３佃，ＯＯＯ閂ｘ１盟＝嗜 ，距Ｏ閂

撫＠ｒ ，ＯＯ口，ＯＯＯ円｛医疲竃１一信０９，ＯＯＯ円Ｘ１貼＝３ ．昌ｒＯ円

　　　　 一１一’■

　　　　 ・●．’’

・　 ．．● ■． 　　 ■：　● ■■

　　　　　１． ■■

　’●● ■■ 　　　 ．　．ｉ■

●：１Ｉ ’’

．一．・・ 一■

　・ ■● ■■

一　’． ■．

．　’．・ ．．

・　 ‘● ’’

■　■■ ’’

韮
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一
一
晒
拙
硝
の
巾
告
暗
お
甲
め
に

■■

、昔い昔ｏｏ把祉セン｛［
　
一

昔
一

，
一

－
一等

讐
、
師
顯
雛

西桂呵役場ｏ妬一コ伽 抽育曇■会　〔ＹＬＯ会田

　
平
雌
口
年
分
の
所
碍
胡
の
曲
定
申

告
と
紳
税
の
里
＾
は
一
１
月
岨
』
か

ら
『
Ｈ
旧
］
ま
で
と
な
■
て
い
ま

す
．　

缶
午
、
期
幌
問
近
に
な
る
と
恵
□

は
大
蛮
．
掘
鞘
し
ま
す
一
刷
で
，
な
る
ぺ

く
由
早
勘
に
摘
士
せ
る
上
う
に
し
て

　
　
　
、
．
岨
岨
内
１
＝
巾
告
や
紳
税

出
て
い
た
だ
く
ぱ
か
ｏ
で
は
な
く
、

加
卸
崩
や
証
甜
税
も
制
地
て
い
た
だ

く
一
」
と
に
た
Ｏ
ま
す
山
で
ご
汁
意
く

だ
さ
い
。

　
平
成
Ｈ
年
岨
撞
肥
芒
年
分
肥
而
栂

税
閉
蹄
税
嵩
１
＝
対
Ｌ
て
は
．
唖
則
と

し
て
，
崩
糾
硯
糊
か
ら
モ
肥
所
碍
喘

胡
の
加
弗
荊
当
緬
が
腔
跣
さ
加
る
定

華
抽
柑
が
実
施
吉
打
て
い
ま
す
．

　
な
お
，
冊
人
価
民
税
と
瑞
堆
相
在

巾
告
さ
れ
る
カ
ー
＝
つ
い
て
は
．
所
得

税
山
碓
定
中
告
切
盟
１
＝
碓
定
巾
告
＃

凹
「
件
吋
硯
・
事
韮
税
－
一
…
間
す
る
巾

岨
」
帽
に
必
睡
事
項
を
記
人
す
る
こ

と
に
よ
ｏ
、
忙
民
脱
及
ぴ
描
堆
税
肥

申
告
に
持
え
る
一
」
Ｌ
」
が
で
音
ま
す
．

　
中
肚
Ｈ
年
庄
分
以
桂
的
告
年
由
分

呵
個
人
住
民
税
は
、
所
得
割
袖
の

■
毘
柚
当
額
が
域
硯
と
な
り
て
い
ま

す
．

住
民
福
祉
鶉
　
　
　
一

児
歯
手
当
の
手
慌
音
を
す
る
方
へ

　
誌
摘
軸
市
剋
苧
前
＾
眉
距
到
珪
撞

品
制
の
年
庇
未
〕
肥
お
丁
さ
ん
在
諸

古
Ｌ
て
い
舌
…
…
誼
．
者
に
対
Ｌ
，
所
拙

が
眼
庇
韻
ホ
拙
凹
堀
台
は
盟
宙
謂
虫

書
＾
申
甜
〕
す
る
と
モ
凹
報
月
分
か

ら
圭
結
さ
ｈ
ま
す
、
過
去
に
唖
け
ｏ

打
な
か
「
た
カ
も
対
蓮
と
な
る
」
所
糾

や
抽
垂
人
盟
、
加
入
年
丑
が
変
わ
「

た
場
告
は
詔
定
吉
巾
る
二
と
が
あ
ｏ

圭
す
．

許
」
く
は
お
冊
台
せ
く
だ
さ
い
．

・
巾
冊
に
は
．
定
の
控
隙
布
ｏ

・
老
人
批
養
親
扶
が
あ
る
場
骨
は
，

　
１
人
に
つ
き
拮
万
円
在
加
算

・
血
人
年
命
が
蛮
わ
「
た
と
き
は
壼

　
甜
を
」
て
く
だ
壼
い

生
ご
み
虹
理
膿
器
の
脂
入
杷
助
に

つ
い
て

　
牛
一
．
一
み
剋
理
容
器
＾
ぱ
か
し
捧
…
冊
，

］
ン
．
赤
ス
与
－
一
及
ぴ
雷
肋
牛
ご
み

処
理
髄
の
醐
入
補
助
を
行
い
ま
す
．

対
誼
者
＾
曲
桂
町
に
屈
住
す
る
町
民
〕

〇
一
山
」
袖
岬
硯
を
完
紬
し
て
い
る
者

画
当
設
町
税
田
非
謀
税
者

捕
助
内
容

〇
一
牛
ご
み
蛆
理
容
器
〔
ぽ
か
Ｌ
〕

　
眼
度
袖
－
千
円

固
・
牛
ご
み
剋
理
容
器
ヨ
ン
ポ
ス
亭

　
－
〕

　
咄
入
価
描
＾
脱
別
〕
１
！
１

　
千
円
非
満
切
描

　
阻
匪
額
５
千
円

画
軸
助
生
一
」
み
処
岬
儲

　
蛸
人
価
栴
＾
脱
別
〕
晒
１
■
筥

　
田
度
抽
呈
万
円

手
続
き

　
醐
人
す
る
昭
に
中
甜
出
が
必
理
で

　
す
．
申
由
…
咀
は
投
場
患
□
で
量
付

　
Ｌ
ま
す
．

　
１
世
帯
に
．
コ
き
－
以

沖
化
軸
を
設
固
し
て
い
る
借
撤
へ

　
描
化
捕
冊
理
者
＾
詔
嗣
吉
〕
ト
」
は

吐
害
」
と
が
撞
諸
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
、皿

・
毎
年
－
呵
の
柚
査

固
■
定
期
的
な
保
寸
点
横

哺
・
年
－
回
以
ト
の
清
瑞

　
以
ト
切
市
を
怠
る
と
沖
化
柚
が
鵠

龍
せ
ず
括
水
や
朽
肚
が
市
抽
川
１
＝
肺

引
出
し
．
山
堪
や
下
流
の
佳
民
に
争
大

な
曲
惑
荏
か
け
て
Ｌ
圭
い
士
す
山
で

必
ず
こ
引
一
１
］
的
事
を
－
｝
「
て
Ｔ
さ

い
、

犬
を
適
正
忙
蜴
育
し
ま
し
上
う

　
曲
歩
｝
の
犬
の
フ
ン
に
関
す
石
苫

倍
が
散
垂
く
寄
せ
ら
わ
て
い
韮
す
．

　
あ
た
た
閉
唖
犬
が
，
近
所
田
カ
か

・
．
り
肘
か
加
る
た
由
に
も
、
ソ
ン
の
推

始
末
在
Ｌ
ま
Ｌ
よ
う
．

　
ま
た
一
＾
は
胃
堪
Ｌ
」
１
年
－
同
肥

肝
犬
」
抽
予
肪
沖
射
が
描
描
づ
け
ら
加

て
い
ま
す
ｏ
で
，
必
ず
門
う
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
．

博
串
中
肚
ア
イ
ト
リ
ン
ク
・
ヌ
ト

リ
プ
！

　
ア
イ
ト
リ
ン
ゲ
一
ス
ト
｝
プ
と

は
，
自
刷
卑
が
走
「
て
い
な
い
時
に

エ
ン
ジ
ン
左
か
け
「
ぱ
な
■
－
」
す
凸

こ
と
＾
ア
イ
ト
Ｕ
ン
ゲ
〕
を
で
き
拓

だ
岬
や
功
よ
う
と
リ
三
■
一
と
て
す
‘

　
不
理
血
ア
イ
ド
］
）
ケ
を
や
的
荊

ぱ
，
巾
切
慨
料
が
血
制
で
き
、
地
蝕

温
醒
化
肥
原
田
と
な
る
．
．
酷
化
炭
＃

　
「
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
莇

＾
ｏ
ｏ
〕
や
窒
塊
酷
化
物
＾
ｍ
〕
世
ど
有

店
ガ
ス
閉
排
…
山
も
拙
ら
せ
ま
す
．

　
モ
刑
は
人
が
、
街
が
、
地
球
が
再

ぶ
新
し
い
ム
ー
ゴ
メ
ン
ト
，
家
扶
．
く

る
み
、
会
社
ぐ
る
み
で
、
で
昔
る
と

＝
月
か
ら
、
は
じ
曲
ま
」
・
一
止
う
。

【
蓋

」

口
よ
こ
苧
峨

日
時
－
月
帥
□
一
火
〕

　
　
　
　
『
１
｝
ｏ
寺
｛
〕
吉

　
　
　
　
」
一
　
＾
Ｈ
ｌ
一
　
　
　
　
－
　
一

内
　
容

　
叩
咄
巾
田
ち
ぴ
つ
一
」
一
ハ
ウ
ス
で
括

甜
さ
打
て
い
る
宙
択
曲
佳
さ
ん
在
甜

帥
ト
」
迎
え
子
吉
て
セ
ミ
十
－
を
開
催

い
た
し
ま
す
、

巷
加
目
　
抽
　
判

申
し
迅
み
　
増
話
ヱ
は
、
匝
抽
お
｝

Ｌ
込
み
ト
さ
い
。
＾
児
開
蹄
・
川
利
〕

　
　
　
　
　
　
＾
保
趾
蛛
・
曲
山
〕

咀
畠
鐵

　
－
月
目
日
・
１
１
［
の
．
一
□
問
に
わ

た
Ｏ
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
勒
幸
を
開
柑
し

ま
す
．
．
ホ
ラ
ン
一
Ｔ
ｉ
ア
に
典
味
皿
曲

る
人
は
，
申
Ｌ
込
み
を
Ｌ
て
く
だ
さ

い
．封

　
諒
　
小
学
牛

巷
加
目
　
無
　
封

申
Ｌ
込
み
　
茄
畠
又
は
一
巾
抽
お
巾

Ｌ
込
み
下
古
い
．
＾
児
帝
館
・
川
村
一
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○
康
つ
く
り
は

　
　
耐
が
主
役

　
今
呵
は
，
一
」
上
人
が
「
お
ぱ
苗

さ
ん
些
壷
竜
」
て
も
ら
い
た
い
と

哀
堆
も
盟
め
ヰ
」
い
る
．
」
・
仁
．
．
．
．
［
う
．

倉
見
山
川
村
春
干
さ
ん
一
■
珪
〕
で

す
、　

拙
さ
ん
に
つ
か
え
，
い
「
も
和

丁
閉
立
堀
に
苗
り
て
考
・
且
る
と
い

一
「
判
慣
が
身
Ｈ
」
つ
い
て
い
ま
す
、

現
作
は
、
孫
の
ｆ
守
口
を
し
て
い

ま
す
が
、
揺
ｏ
お
胎
で
苫
坦
ｏ
．

と
て
も
充
尖
Ｌ
て
い
苫
モ
う
で
す
．

　
１
０
年
瞳
Ｏ
分
が
剛
才
に
な
リ
た

生
と
き
挿
が
大
き
く
血
．
「
．
一
■
－
・
・
白
分
に

諦
Ｌ
か
け
て
く
刊
る
と
思
う
と
ま

た
聖
Ｌ
み
一
」
モ
う
で
す
、
壷
で
は
，

蟷
在
入
加
て
一
．
ホ
入
ら
ず
■
だ
と

品
Ｌ
て
く
打
ま
Ｌ
た
．
何
も
か
も

コ
ｏ
口
垢
お
万
い
－
」
向
分
で
や
る

つ
も
円
で
い
れ
ぱ
，
晶
ｆ
が
；
蹄

で
も
…
塩
で
も
や
「
て
く
打
杓
ぱ

由
Ｏ
が
た
い
」
」
思
一
つ
明
る
い
杣
川
棉

で
．
家
の
｝
１
＝
貰
い
が
絶
え
主
せ

ん
。
’
曲
伽
揺
が
一
い
い
嫁
さ
ん

「
て
お
母
註
ん
肥
事
」
と
お
ぱ
曲

月
中
ん
に
咄
く
モ
う
で
す
．
ま
庭

に
笑
い
が
由
岳
二
と
が
冊
康
づ
く

○
肥
箭
．
歩
で
す
．

高
血
圧
と
嚢
の
人
の
尼
め
の
淵
蓄
催

　
「
「
Ｈ
血
圧
」
「
軸
犀
抽
」
と
．
一
一
晶
巾
宜
牛
括
に
つ
い
丁

宇
間
Ｌ
た
い
と
…
山
．
一
て
い
る
カ
．
白
分
田
盆
｝
括
を
見

市
し
た
い
カ
，
攻
閉
と
由
ｏ
栄
撞
勃
圭
在
虫
施
い
た
Ｌ

ま
す
呵
で
，
ご
捧
加
下
直
い
．

口
時
・
内
容

軸
高
血
圧
ｈ
」
コ
い
て

］
口
岬
Ｈ
一
命
一
午
前
皿
咄
｛
■
時

・
「
Ｈ
…
而
圧
の
人
田
１
□
ｏ
食
事
＾
塩
分
壇
呈
甜
理
虫

曲
と
誼
食

喧
柚
尿
病
に
］
い
て

ー
月
刀
日
一
＾
〕
午
前
ｍ
時
、
ｎ
時

・
糖
畦
抽
の
人
肥
１
ｎ
肥
直
宙
｛
趾
と
パ
ラ
ン
ス
を
考

え
た
一
佃
理
坐
出
と
試
食

蜴
　
所

　
い
き
い
き
偲
鹿
需
祉
セ
ン
タ
ー
１
喘
甜
理
｝
冊
生

定
　
員
　
訓
名

持
ち
物
　
エ
プ
□
一
ノ
・
、
一
角
巾
・
壇
記
岬
具

申
込
み
方
法

　
－
月
■
□
＾
１
〕
ま
で
に
，
い
き
い
き
趾
舶
臨
祉
セ

ン
タ
ー
侶
硅
蹄
ま
で
，
ご
捕
望
山
Ｈ
を
ご
連
描
ト
さ
い
．

醐
血
に
ザ
」
個
カ
あ
り
が
と
う
ご
さ
い
ま
し
た
。

　
螂
月
Ｅ
□
［
火
〕
い
き
い
き
冊
蛸
冊
祉
セ
）
ケ
ー
－
」

お
い
て
甜
血
が
行
わ
杓
圭
Ｌ
た
．

　
曲
性
岬
献
而
腓
曲
脇
識
全
、
．
一
．
ツ
峠
ラ
イ
オ
｝
ズ
ケ

ラ
プ
、
曲
杣
町
良
牛
括
曲
諦
抽
皿
蹄
甜
会
．
四
柚
町
商

「
会
女
性
冊
・
青
年
…
…
且
ぴ
西
帖
町
円
赤
革
阯
冊
旧
弗

な
さ
ま
の
一
」
協
カ
に
よ
Ｏ
ま
Ｌ
て
、
　
一
咋
年
上
Ｏ
も
■

悟
事
い
－
１
，
括
卯
畳
仙
吉
が
曲
Ｏ
ま
Ｌ
た
．
今
年
も

ま
た
献
血
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
Ｌ
ま
す
．

．
Ｌ
－

時
一
時
■
時

彗
．
１
＾
！

１
一
－
分
．
「

時
時
ヨ

届
　
一

塘
．
倒
寵
ひ

１尿掘栄膏勤呈
　手■■■帝’’’ 談

本皿読み聞かせ会

」＝　二 学掘「

．’１ 帥…硅葭馴セ” 一　干詞１０時＾１彗時

差１畿１繧：瑠鵜等繭ト

］帥舘葭榊セ” 一　午前１０時＾ｒ！時

　児　憧　診
　塵　相　談
　能　副１１　描

ケニティクラス

　子　相　談
■轟■克 ’’’種診
ク＝テイクラス

’ｒ 帥…睡鮪祉セ” 一　午前臼時一ｒ１時

．ｒ 帥…嚢重副セ〃 一’■牛後 ’’ １’ 蒔…硲
｛

ｌ１ 帥…壇鱗祉セ〃 一’ 午前臼時＾１１時

一竺　　　　　 ・石 ・官月生

　　　　　　　■　　　　■

　　　　　　■　　　　　　　■ｒ吉い吉僅鮪榊，圭一 　午後１時ヨＯ分一

い音い舘宙福祉セ〃 一　午前１０時～ｒ！時
」

ｌｒ刮 １…彊由龍祉セ，ダ

’’ 一由百長颪副モ〃
一

．１ 帥…畦饒旺”
一

午前旦時山ｒ１時

午撞１時ヨＯ分一
．午前１０時…『！時

Ｌ一一．．．．．
宰肚茱年冨…１１月生

　廣
■能

目
１
１

談■］吉い圭鯛鮒セ” 一　午前９時山ｒ２時

耕」岬い昔僅舳枇ン亭一 　午棲１時ヨＯ分…

□　　毎月第呈 ・第４木噌目午前中　２陪保ｏセンクーを母手の遊ぴ場として鶉
　放しています

．

　　体操教皇の継続として旬週月昭目の午前１０時３０分からビデオ及ぴ竈師をＩ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　招いて自主的１；体捌を行っています．月会ヨ１ ，ｏｏｏ円です
、

　　身体が不調の方は，その改善に。健瞳な方は二僅鹿増進のたお健庫体蛭をあ
なたもしてみませんか。帯望老は，月曜目１こご捗加下さい

、

別
一
刺
鵡

以
一
臥
引
一
“

■２
月

１
月



イアだよリ

’？「＝；

ポラ：’テ
珊
赤
ラ
フ
テ
ィ
ア
国
腰
年
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
．

み
ん
な
の
．
捗
か
呂
世
鼎
が
蛮

一
わ
る

－
甜
モ
う
・
昔
＾
」
う
・
膏
て
よ
う
－

　
今
年
一
１
ｏ
ｏ
１
昨
］
は
．
ポ

ラ
ン
テ
ィ
７
同
躁
年
で
す
、

ｕ
ポ
■
コ
、
ノ
ー
丁
イ
ア
旧
願
年
旧
［
的
は
　
…

旧
一
ホ
ラ
）
テ
ィ
ア
河
動
へ
晒
理
解

　
在
据
的
ま
す
，

固
一
活
軸
に
＃
加
し
や
す
い
朴
尭
唄

　
境
づ
く
ｏ
を
“
い
圭
す
。

苗
一
ホ
ラ
ン
テ
ィ
了
の
描
の
羊
｝
ト

　
ワ
ー
ウ
づ
く
臼
佳
有
い
ま
す
．

直
一
ボ
う
｝
テ
イ
ア
旭
動
を
栖
弼
に

　
肚
推
Ｌ
ま
す
，

　
ポ
一
ワ
，
ノ
一
丁
イ
ア
困
蹄
年
を
き
「

か
け
ｈ
」
，
皆
山
却
山
を
苗
せ
告
い
、

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
柵
岨
崔
さ
ら
に
捷

畦
さ
せ
ま
Ｌ
よ
う
．

…
ふ
れ
あ
い
の
年
薗
状
で

サ
」
霧
　
　
し

　
今
年
も
町
内
の
刑
蝿
以
上
碗
お

年
窃
ｏ
ヨ
ｏ
百
括
に
．
曲
祉
小
＃
柚

児
苗
が
「
今
年
も
．
兀
虹
で
長
廿
昔

」
て
下
さ
い
」
と
心
を
二
め
て
書

一
吉
。
」
げ
た
，
ふ
れ
あ
い
の
年
拙
状
一

小
学
生
も

頭
張
っ
て
抽
塞
す
．

　
『
甜
台
学
習
Ｌ
の
時
冊
に
．
「
ポ
ラ
ン
チ
ィ

ア
」
に
つ
い
て
掌
ん
だ
店
年
生
・
・
・
…
．
吉
ま

ぎ
ま
左
『
出
会
い
」
や
「
気
づ
白
」
が
あ
つ

た
よ
う
で
す
．

　
一
」
ｏ
取
り
蛆
み
崔
｝
な
る
掌
晋
と
し
て
健

わ
ら
せ
ず
日
常
的
な
実
瞠
へ
と
晶
ぴ
付
吋
て

い
ウ
て
散
し
い
と
思
い
ま
す
．

、

　西．茸旺花いｒぱ■■令血刑冨Ｏ帝囲’り・ 芯＜椚苦」左

■上乖晒観寧日 。戸註コけ戸りと括党な拝軸珪廣開。里

［田１｛ヨカ＃にプラ｝’ 与一・ 戸．、珪置Ｌて、噌拍管理査

　児崖方計由Ｌ垣「皆で曲はう令」 一．■」コーター の演些

査聞いて筍昌つたり 、一括に勃を甜 ・〕疋り
…．」 聖Ｌい

晴邑過ごしユＬ左
．」

　干語辞咀量世 ］ｉ調へたり 、圭ホ芸の苫さんと壼琉

Ｌ左り」百 ・ゴら学ん宮干言舌・自口紹介も由 コといｉ・ 言

’＝． コムー プ１＝
・・・…

。．

　ご由捨い吾Ｌむ打旦 、二由・工・ 岳い揚胡許 長否
．．

＝出

皿呈か ・〕ｏ堪所１＝手作り・ｏ若堀 ・＝’由革珪詣置．。



一
在
逆
Ｏ
圭
Ｌ
た
．

　
毎
年
児
商
か
ら
届
く
年
賀
咄
を

楽
Ｌ
み
に
Ｌ
て
い
呂
お
甘
寄
Ｏ
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
、

　
児
帝
肥
芭
童
ん
曲
□
が
と
一
「
ゴ

ざ
い
ま
」
た
．

ポ
…
ラ
ン
テ
イ
ア
］
７
几
－
一
ノ

　
　
　
ー
目
の
活
舳
予
囲

　
西
牲
田
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

　
拙
廿
甘
制
会
　
唖
□
一
＾
〕

　
あ
じ
さ
い
の
会

　
□
ｕ
・
引
Ｈ
＾
水
一

　
歌
拍
う
山
吹
の
会

　
■
Ｈ
・
刀
ー
ヨ
・
”
Ｈ
一
口
〕

、
・
西
桂
哺
勘
会

山ポランチィアだよリｏ

ボ
川
フ
フ
テ
ィ
召
几
ー
ブ
活
動
報
告

西帖□１ポランティア協会
　１１」＝１”Ｌ１｛水〕 、部留市ｏ．〕老＾保冊施 ，…丑■’ ｒ石」

を甜咄し 、大 ■■＝１＃と据蹄を抽Ｌて入 １ｉ斤苫肥方＃在柚

吋地ＬＴきまＬた
．

　聖し． 一ひとときを過ごし． まし． た。

一　　　　　　　　‘　　　Ｉ　　　　　■　・’

あじさいの会 ・西柚吟融会
　１ｉ””］｛」ｊ〕．あＬさいｏ〕会と四柞畔品会が台１・刊

’ｉ 一宙 一’’

１■与山市ｏ．控人保健抽掘咄榊１１■を ■舳！１．

　曲じさいＯｊ会山帯占んが冊刮岬 １１ ・で什．１’．げた１’ ■■１’ 拭

布を笥ｉ ・」’ Ｌ， 　缶’吉！叶と量茱太毘を過Ｌ抽咄’し’三桂、　入■ 衙

吉口〕’方＃と・一 詐占に甜を＝１肚い壼圭苗し一まＬ． た．．．

　大控和干・カ ・血１一．士左一ｕ＝過二 し． 圭Ｌ 、ヒ

ー

「
■
ｌ
ｌ
■
■
■
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
■
１
１
■
１
１
１
■
■
■
－
１
１
■
１
■
－
■
１
１
」

■
　
　
１
－
旧
刀
円
＾
ホ
〕
Ｙ
Ｌ
Ｏ
台
肺
で
再
ゆ
年
市
庇
四
硅
町
届
会
　
　
　
　
　
　
小
　
超
　
拙
　
山
　
　
－

■
　
昂
上
硝
「
町
岳
荏
囲
む
小
｝
学
生
軸
唖
い
■
胡
開
喘
吉
打
ま
」
　
　
西
桂
小
掌
抽
埋
ｉ
会
　
　
　
　
　
　
－

一
た
｛
哩
昔
側
か
言
一
町
景
軸
肯
景
町
崇
窪
副
＾
毒
　
会
　
甚
ｆ
壕
大
輔
一

■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
士
甚
山
　
崎
　
　
　
亮
　
　
■

　
守
硅
皿
か
－
は
．
小
中
学
唾
帥
児
苗
会
．
生
祉
会
肥
拙
ｏ
，
把

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
抽
＾
僅
華
　
－

一
当
到
師
、
暮
計
”
砦
が
蛮
加
・
－
羊
、
行
お
ハ
圭
Ｌ
た
．
　
　
　
　
　
也
智
和
弘
　
一

一
　
初
曲
に
町
長
が
町
画
に
帥
Ｌ
て
刷
〃
針
生
甜
酬
Ｌ
，
モ
旧
佳
，
　
　
　
武
曲
苗
尭
　
一

■
　
小
巾
叩
か
ら
パ
ソ
］
｝
牲
帽
に
「
い
て
晒
お
乱
中
利
用
｝
冊
仰
　
　
苫
　
　
記
　
小
　
掘
　
｝
　
一
　
－

－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
　
　
　
一

　
朝
杵
に
コ
い
て
．
町
政
に
却
」
て
凹
抽
望
，
亜
望
が
だ
さ
れ
圭
　
　
　
　
　
描
唖
」
．
ｉ

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

’
」
た
・
約
１
時
…
…
帥
黒
い
呵
中
で
，
岬
岳
は
．
小
中
学
十
帥
兜
指
封
小
僅
欽
　
一

一
葦
一
鐵
亜
撃
旦
在
価
け
、
．
「
．
つ
丁
申
善
季
い
ま
　
苗
桂
中
掌
抽
生
硅
会
　
　
一

一
　
」
■
、
小
中
学
ヰ
は
・
町
脹
帥
町
政
叶
」
対
す
る
聾
顯
荏
十
分
睡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蜴
　
　
一

一
解
芸
た
竿
で
Ｌ
た
二
裏
碧
、
た
一
一
一
｛
穿
・
副
告
長
工
甘
竈
み
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
苫
　
卍
甘
曲
描
太
　
■

一
軸
…
苫
皿
窯
宅
し
た
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弗
脂
曲
ｆ
　
一

’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叩
曲
Ｈ
長
　
長
　
野
　
　
　
南
　
　
一

一
話
告
い
の
■
柄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
虻
化
局
長
出
尼
丁
ホ
　
一

■
　
■
巾
梓
田
ホ
束
、
向
盟
１
＝
「
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帖
肯
Ｈ
長
　
埴
　
岨
　
坤
　
人
　
　
■

一
’
畦
川
凹
竃
罵
盲
ノ
聖
琵
－
中
了
ｉ
手
茉
理
　
舗
　
長
掘
辿
山
里
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
止
　
一

一
、
ゲ
リ
ー
ン
芋
姜
－
百
、
・
皇
巖
工
些
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

－
　
・
固
苫
閉
比
牛
，
｛
，
町
山
固
苫
曲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
．
’
　
　
一

一
　
・
小
叩
蛙
晒
施
設
曲
備
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
．
学
破
買
リ
三
、
抽
呉
遊
具
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

■　
・
公
岬
師
雌
呉
．
施
設
坤

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
－
町
民
ゲ
ラ
）
ト
一
フ
り
ト
廿
ル
増
肺
抽
曲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
・
花
い
●
ば
い
，
抽
、
凪
典
樹
〕
に
一
」
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
’
大
型
山
制
に
「
い
丁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
・
巾
Ｏ
Ｈ
で
も
十
肚
…
が
曲
ぺ
軋
地
所

’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
．
士
．
つ
ど
．
■
註
ん
肥
坦
肥
班
道
１
＝
「
い
ｆ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
嘩
「
…
「
い
て
甜
告
い
が
肚
宮
ハ
圭
」
た
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
特
に
，
中
学
性
…
品
施
設
蛸
描
拝
に
「
い
Ｔ
は
．
瑚
育
坦
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
ら
斬
案
一
聖
誘
基
症
控
碧
寺
甜
則
が
あ
口
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
新
硅
告
に
則
す
る
期
問
在
人
彗
く
－
」
た
よ
う
で
Ｌ
た
．
　
　
　
　
蟹
直

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

「
■
Ｉ
Ｉ
■
■
１
■
－
■
■
１
■
■
■
■
－
１
１
１
－
■
１
１
　
　
　
　
　
　
　
■
■
」



○
ヨ
巣
薯
墓
農

批
　
　
　
　
し

知
一

壼
野
草
田
宝
肺
・
一
．
一
ツ
峠
皿
自
無
切

　
　
蛆
み
を
噛
じ
て
み
ま
せ
ん
か
叩
・

　
　
抽
　
囲

　
　
　
一
一
一
ツ
峠
柵
き
活
き
佃
雌
セ
ミ
ナ
ー

　
　
謂
　
師
　
標
　
ヒ
ｏ
　
此
生

　
　
目
時
－
月
蛆
ｕ
］
〔
日
一

　
　
　
　
　
　
開
堀
　
午
桂
－
時

　
　
　
　
　
　
…
瑚
　
午
碓
－
時
帥
分

　
　
場
　
所

　
　
　
曲
柿
町
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
曲
　
－
階
荊
申

　
　
入
場
料
　
無
　
制

　
　
　
　
＾
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
〕

　
　
お
問
い
台
わ
せ
先

　
　
曲
峠
町
商
丁
会
－
１
ｉ
・
・
１
Ｏ
ｌ
；

　
・
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ｉ
ル

　
　
橿
　
ヒ
ロ
＾
」
肋
旨
ひ
己
〕

　
　
倒
ヒ
□
野
草
冊
究
所
代
表
・
崇
害
士

　
　
　
昭
莉
〃
年
、
山
黎
市
［
年
亘
ｎ
る
，
」

　
　
　
昭
和
甜
年
、
山
梨
掌
睨
短
期
・
天
学

　
　
負
物
柴
賛
学
科
革
業
描
、
唐
応
鶉
亜

　
　
大
羊
掌
土
剖
厚
牛
謂
［
勤
雅
」
て
、

　
　
学
生
皿
膣
臨
管
理
［
宙
左
る
、
．

　
　
　
昭
副
引
年
，
覇
硅
と
山
梨
［
帰
捌
。

　
　
目
分
自
自
血
病
豆
を
野
蔓
と
目
瑞
由

　
　
で
曲
善
１
〕
、
モ
ｎ
珪
も
と
に
罫
臣
珪

　
　
使
「
左
担
肚
法
・
圭
宕
証
・
窟
垂
班

　
　
産
お
お
ぜ
い
の
人
［
善
珪
甘
吾
．

　
　
　
睨
在
は
、
樹
ヒ
ロ
罫
芭
柵
究
印
芭
壬

　
　
里
」
、
全
国
著
地
で
講
演
に
籏
励
、
臣

　
　
田
会
が
由
ち
［
」
右
で
甜
吐
し
■
い
る
自

主
直
署
魯
［
『
野
皇
に
学
ぷ
曜
康
法
』
、

蜻
白
聾
蔓
［
学
ふ
睡
窟
琵
』
－
旦
の

気
［
踊
さ
加
て
｛
葛
ど
が
由
百
。

砥
窒
と
馨
　
　
．

黎
璽
生
嚢
し

　
山
理
こ
と
ぷ
き
勘
芋
跣
舳
，
人
串

帥
年
時
代
を
迎
え
，
「
品
齢
者
の
学
習

二
－
ズ
に
「
応
え
．
長
年
培
か
「
て
昔

た
知
融
牛
技
能
を
さ
ら
１
＝
堪
ま
、
充

ｔ
し
た
土
き
が
い
帥
創
追
と
地
填
立

化
の
振
甜
の
担
い
手
と
」
て
の
黄
賀

荏
高
助
君
こ
と
左
ね
ら
い
と
す
る
堀

で
す
．

　
虫
に
よ
ｏ
Ｔ
庇
ｎ
年
畦
切
学
ヰ
嘉

撫
荏
］
〕
ま
す
、

募
畠
人
且

　
坦
ｏ
ｏ
括
＾
教
自
事
描
所
蝋
付
の

＃
学
岨
珊
帝
一
融
｝
教
吉
＃
描
」
所
は

１
学
岨
〕

入
学
賀
柚

　
岨
内
在
仲
で
お
お
む
ね
冊
鹿
以

上
，
学
棺
意
描
凹
由
る
カ

傍
蛯
年
眠
　
！
ケ
月

募
婁
期
間

　
ユ
月
Ｈ
□
一
木
一
ホ
・
七
定
員
に
逓

Ｌ
次
塙
締
曲
切
Ｏ

入
学
囲
膏
の
受
付

　
南
部
需
勘
育
事
描
所
又
は
西
柚
町

拙
±
Ｈ
壷
ｎ
会

学
　
弼

　
基
本
学
曲
宙
〔
年
問
〕
．
一
一
千
川

由
問
い
合
わ
せ
先

南
都
甜
鞍
肯
事
暁
所

　
ｏ
０
５
；
’
＾
’
目
〕
〒
呂
＝
ｏ

　
ｏ
ｏ
石
石
４
百
亘
７
宮
１
１

囲
梓
町
軸
苛
委
員
＾
｝

　
　
　
　
　
　
－
！
目
－
１
膏
４
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二
皇
甚
妄
９
辻

籏
く
虫
俳
の
朋
日
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抽
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い
き
い
音
と
自
分
ら
し
く
倒
け
る

職
期
に
す
る
た
出
１
＝
，
働
く
女
什
在

珊
ｏ
巻
く
状
睨
や
泄
制
庄
、
公
的
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揺
－
」
つ
い
て
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ん
で
み
ま
Ｌ
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う
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］
＾
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午
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等
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定
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ｏ
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＾
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ソ
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ン
入
門
謂
庇

　
…
切
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１
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．
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岨
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な
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岡
・
■
ｏ
れ
て
い
ま
す
、

　
パ
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み
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か
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た
拙
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．
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に
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く
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ソ
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ン
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］
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］
＾
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－
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ソ
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什
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；
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－
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萎
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．
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廿
－
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迎
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＃
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た
め
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ャ
リ
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集
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圭
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．
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者
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拙
顎
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引
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た
め
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．
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．
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ぴ
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．
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、
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話
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号
．
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業
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・
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症
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０
０
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＾
Ｏ
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－
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梨
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＾
ホ
一

螂
　
入
避
作
品
は
逓
学
啓
茄
に
他
用

す
凸
と
と
も
に
．
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台
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華
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．
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．
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．
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．
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岨
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．
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Ｏ
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．
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．
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．
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．
蝕
招
迎
転
を
Ｌ
な
い
、

さ
せ
な
い
、
許
宮
な
い
、
」
苗
台
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．
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．
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．
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茄
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；
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Ｏ
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似
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．
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